
 

第３９５回 東京大学図書行政商議会議事要旨 

 

 

日  時  平成２２年４月２０日（火） １０：００～１２：００ 

場  所  総合図書館３階 大会議室 

出 席 者  ＜委員長＞古田元夫 ＜委 員＞久保文明、大江和彦、高田毅士、斉藤 明、榎森康文（代）、

本間正義、伊藤正直、鍛治哲郎、村田茂穂、平地健吾（代）、青木不学、古関隆章（代）、

西垣 通、三宅健介、栗田 敬、池本幸生（代）、大湾秀雄、畑中研一、保谷 徹、      

中戸隆一郎（代）、川崎雅裕、金道浩一、安田一郎 

※(代)は代理出席者      

＜ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ＞木村秀雄、河野重行、中川裕志（代）、堀 浩一 

欠 席 者  根本 彰、玉井克哉 

列 席 者   田中成直、木村 優、尾城孝一、鈴木秀樹、風巻利夫、茂出木理子、高橋 努、福井明美、

吉田佐貴子、高嶋秀介、大澤正男、風巻みどり、合田美恵子、藤本蒂子、本多 玄、     

高杉泰穂、前田哲男、石川一樹、佐藤英之、細谷孝子 

 

配付資料   

１． 第３９４回図書行政商議会議事要旨 

２． 駒場図書館長の委嘱推薦名簿（案） 

      ３．附属図書館基本規則第２条第４号に係る改正（案） 

４．平成２２年度図書行政商議会委員名簿 

５．附属図書館運営員会の構成員について 

６．附属図書館サービス特別委員会委員設置要項及び同委員会名簿（案） 

７．附属図書館研究開発室員名簿（案） 

８．総合図書館運営委員会委員の選出に関する申し合わせ及び同委員会名簿（案） 

９．駒場図書館運営員会委員 指名候補者（案） 

１０．全学共通経費による基盤的学術雑誌等の整備について 

１１．駒場図書館運営委員会議事次第 

１２．官民競争入札等監理委員会国立大学法人分科会の評価結果について 

１３．平成２２年度図書行政商議会開催日程 

 

＜開 会＞ 

・古田委員長の主宰のもとに開会した。 

・古田委員長挨拶の後、出席委員、事務職員の自己紹介が行われた。 

 

＜議 事＞ 

１．前回議事要旨の確定 

古田委員長から、第３９４回議事要旨を資料１のとおり確定し、ホームページで公開した旨報告が

あった。 

 



２．協議事項 

（１）駒場図書館長の承認について 

古田委員長から、資料２のとおり、総長への委嘱の推薦をしたい旨発言があり了承された。 

 

（２）附属図書館基本規則第２条第４号に係る改正について 

  木村総務課長から、資料３のとおり改正したい旨説明があり、了承された。 

 

（３）図書行政商議会副委員長の選出について 

  副委員長の選挙が行われ、根本 彰教授（大学院教育学研究科）が選出された。 

 

（４）附属図書館運営委員会委員の選出について 

  各キャンパス部会から以下の者が選出された。 

   本郷キャンパス部会 人文系研究科 西垣 通教授 （大学院情報学環・学術情報学府） 

             自然系研究科 黒田真也教授 （大学院理学系研究科） 

             人文系研究所 保谷 徹教授 （史料編纂所） 

             自然系研究所 三宅健介教授 （医科学研究所） 

   駒場キャンパス部会        鍛治哲郎教授 （大学院総合文化研究科） 

                    畑中研一教授 （生産技術研究所） 

   柏キャンパス部会         金道浩一教授 （物性研究所） 

 

（５）附属図書館サービス特別委員会委員の選出について 

  古田委員長から、委員案（資料６）が示され、案のとおり了承された。 

 

（６）附属図書館研究開発室員の委嘱について 

  古田委員長から、室員案（資料７）が示され、案のとおり了承された。古田委員長から、堀浩一教

授には館長補佐担当として「電子ジャーナル関係の担当」をお願いする旨の発言があった。 

 

（７）総合図書館運営委員会委員の選出について 

  古田委員長から、委員案（資料８）が示され、案のとおり了承された。 

 

（８）駒場図書館運営委員会委員の指名について 

  古田委員長から、委員案（資料９）が示され、案のとおり了承された。 

 

（９）全学共通経費による基盤的学術雑誌等の整備について 

  尾城情報管理課長から、資料１０にもとづき説明があった。古田委員長から、平成２４年度以降の

新しい仕組みについては平成２２年秋の出来るだけ早い時期までに、図書館としての基本的な方針を

作成したいとの日程説明があった。さらに、基盤的な学術情報の考え方、パッケージ契約の取扱い及

び学術雑誌タイトルの選択ルール・方法等については、サービス特別委員会や附属図書館運営委員会

で財源計画とも連動した形で議論を詰め、より具体的な方向性をもった提案を夏前の商議会に出させ

ていただきたい旨の発言があった。委員から、これまでの議論の詳細についてまとめたものを頂きた

いとの要望があり、古田委員長から、議論の経緯を整理した資料を作成して次回の商議会までにお示



ししたいとの発言があった。 

 

３．報告事項 

（１）駒場図書館運営委員会の報告 

茂出木教養学部等図書課長から、資料１１にもとづき報告があった。 

 

（２）官民競争入札等監理委員会国立大学法人分科会（４月８日）の評価結果について 

木村総務課長から、資料１２にもとづき報告があった。 

 

４．その他 

（１）平成２２年度図書行政商議会開催日程について 

木村総務課長から、本年度の図書行政商議会を資料１３のとおり定例で開催したい旨の発言があっ

た。なお、古田委員長から、「全学共通経費による基盤的学術雑誌等の整備について」を議題として、

６月に臨時の図書行政商議会を開催することもある旨の発言があり、開催等については改めて連絡す

ることとした。 

 

〈閉 会〉 


